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論 文 の 内 容 の 要 旨

血γ∫わeノ0畑山∫頭〟∫J叩8血∂eは重要な人畜共通感染症の原因菌の一つである｡軌ま

且血〟∫ノ叩∂血aeに自然感染することが知られているが､感染経路や感染像については不

明な点が多く､健康鶏の凸γ∫わeJoと血∫∫属菌保有状況については全く検討されていない｡

本研究では食鳥処理場に搬入(1995-1996年)された鶏(ブロイラー)750羽における

凸γ∫わeノ0とぉJ∫属菌の保有状況とその特徴ならびに食鳥肉解体施設で採取(1996-1997年)

した鶏肉153検体における本菌汚染状況とその特徴を検討するとともに､鶏ならびに鶏肉

から分離された且血〝∫J叩∂血8eの鶏に対する感染実験を行い､本菌の鶏に対する感染

性ならびに病原性を検討し､以下の成凍を得た｡

1･食鳥処理萄引こ搬入されたヌ引こおける動作函db班血属菌の保有状況とその特徴

軌こおける血γ∫わeノ0とぉ∫∫属菌の分離率は皮オ15.7%(118/750)､皮下7.3%(27/372)､

咽頭1･9%(12/630)および羽59･2%(106/179)で部位によっては極めて高率であったが､脾

臓からは本菌属は分離されなかった｡また､本菌属は養鶏場66ケ所中55ケ所(83.3%)の鶏

から分離され､広く養鶏場に浸淫していた｡鶏から分離された血ア∫加J扉血J∫属菌の血

清型は､-且血∫J聯此8eでは型別不能が邑9･q%(tて乳化頼で最も多く､次いでも型(1l.瑚､

5型(7･4%)､2型(6･4%)､8型(5･1%)､21型(0.7%)の順であった｡且加∫〃ソ∂∫〟では3

型(5･1%)と7型(3･0%)がみられた｡これらめことから､鶏は如∫わeノ扉カrノ∫属菌を高率

に保菌しており､本菌属の重要な保菌動物の一つである可能性が示された｡

2･鶏肉における血ア∫わeノ0班rノ∫属菌の汚染状況とその特徴

鶏肉の凸ア∫わe血血豆属菌の分離率は32･0%(49/153)で極めて高かった｡部位別の分
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離率は､ササミ53.1%(17/32)､胸肉28.0%(14/50)､もも肉25.3%(18/71)の順で高かった｡

分離菌の血清型は､Erhusiopathiaeでは2型(17.9%)の割合が最も高く､次いで6型

(16.4%)､21型(11.9%)､8型(10.4%)､12型(10.4%)､5型(4.5%)､4型(3.0%)の順であっ

た｡型別不能は16.4%で､上述の鶏(59.9%)に比べると著しく低かった｡且ね月∫〃J8∫〟用で

は､3型(1.5%)と7型(1.5%)がみられた｡鶏肉からの本菌属の分離率は生菌数の多いもの

で有意に高かった｡以上のように､鶏肉は凸γ∫fpeJo拍rJ∫属菌によって高率に汚染され

ていることが判明した｡また､この汚染は養鶏場からの搬入鶏によって食鳥処理場へ持ち

込まれた本菌の､食鳥肉解体工程でのと体からの直接的な汚染(一次汚染)､または器具等

を介した間接的な汚染(二次汚染)に由来すると考えられる｡

3.鶏および鶏肉由来凸ア∫わeノ0と丘rノ∫ ∫加∫ノqp∂と揖8eの鶏に対する感染性と病原性

鶏および鶏肉由来且∫加∫ノ叩8と揖8eは､供試した各血清型28株中4株のみが鶏(7日齢)

に対して敦死毒性を示した｡一方､マウス(4適齢)に対しては供託28株中22株が致死毒

性を示した｡感染実験において､強毒株(AKO株)を鶏(7 日齢)の羽を抜いた羽根部に接種

した場合､菌接種後7 日目まですべての個体の諸臓器等から接種菌が回収され､21日目

には敗血症死する個体も観察された｡筋肉内接種の場合､接種菌は菌接種後7日目まで接

種部や牌臓､肝臓､腎臓などの臓器から回収される個体が認められたが､死亡する個体は

みられなかった｡経口投与および皮膚(正常部､創傷部)に塗布の場合､接種菌はほとんど

の個体で接種後3日目以降体内からまったく回収されず､死亡する個体もみられなかった｡

弱毒株では､接種菌はいずれの接種経路の場合とも､接種後3日目以降体内からまったく

回収されず､死亡する個休もみられなかった｡また､強毒株では経口以外の接種経路では

接種菌l手対する抗体価の上昇が観察されたが､弱毒株ではいずれの接種経路の場合とも抗

体価の上昇はみられなかった｡これらのことから､鶏由来且頭〟∫ノ0ク8f揖∂eには鶏に対し

病原性を有する菌株が少数ながらも存在すること､ならびに皮庸の羽根部が

且d〟∫ノqp8と揖∂eの鶏への感染経路として重要な役割を果たす可能性の高いことが示唆さ

れた｡しかし､鶏および鶏肉由来株はほとんどの株がマウスに対して致死毒性を示したこ

とから､鶏および鶏肉にみられる本菌は公衆衛生学的観点から軽視できないものと思われ

る｡

以上のように､本研究は､今までほとんど検討されていなかった抽e血塊血属の

鶏における保有状況､鶏肉における汚染状況ならびにそれらの特徴を明らかにするととも

に､鶏･鶏肉からの分離菌株について鶏およびマウスに対する感染性ならびに病原性を実

験的に解明したもので､得られた成績は､本菌の自然界における生態および公衆衛生学的

意義を把握し､本菌感染症の予防対策を図る上で極めて貴重な知見を提供した｡

審 査 結 果 の 要 旨

申請者は長野県上田食肉衛生検査所において､食鳥肉の検査に関する日常業務を遂行す

るなかで､食鳥処理場に搬入された鶏(ブロイラー)ならびに食鳥肉解体施設で採取した鶏

肉における 戯アβ如eノ〃地政属菌の保有状況とその特徴を検討するとともに､鶏ならびに

鶏肉から分離したg.∫止uβJ叩8土山aeの鶏とマウスに対する感染性および病原性を検討し､

以下に示す研究成果を収めた｡

1.食鳥処理場に搬入された鶏における血γβわeノo古か血属菌の保有状況とその特徴

gr′∫ノβeノ0とムrノ∫属菌は多くの養鶏場(83.3%)に浸淫しており､鶏の皮膚15.7%､皮下7.3%､

咽頭1.9%および羽 59.2%から分離されたが､牌臓からは分離されなかった｡分離された

gr′∫ノpeJo止rノ∫属菌の血清型は､且r血∫ノ叩∂とカノ∂eでは型別不能(59･9%)が最も多く､次

-194一



いで 6型(11.1%)､5型(7.4%)､2型(6.4%)､8型(5.1%)､21型(0.7%)の順であった｡

且と0〟∫〃ノ8r〟用では3型(5.1%)と7型(3.0%)がみられた｡これらのことから､鶏は本菌属

の重要な保菌動物の一つである可能性が示された｡

2.鶏肉における且rγ∫わeJ∂とArJ∫属菌の汚染状況とその特徴

鶏肉の 色γ∫わeノ0とム∫ノズ属菌の分離率は 32.0%で極めて高かった｡部位別の分離率は､

ササミ53.1%､胸肉28.0%､もも肉25.3%の順であった｡分離菌の血清型は､且r血∫ノ叩∂と揖∂e

では2型(17.9%)､6型(16.4%)､21型(11.9%)､8型(10.4%)､12型(10.4%)､5型(4.5%)､

4 型(3.0%)の順であった｡型別不能は16.4%で､鶏(59.9%)に比べ著しく低かった｡

且ro刀∫JJJ∂r〟〃では､3型(1.5%)と 7型(1.5%)がみられた｡これらの汚染は､養鶏場から

の搬入鶏によって食鳥処理場へ持ち込まれた本菌の､食鳥肉解体工程でのと体からの直接

的な汚染(一次汚染)､または器具等を介した間接的な汚染(二次汚染)に由来すると考えら

れる｡

3.鶏および鶏肉由来血γ∫わeJoと丘rノ∫ ∫血∫J叩8J揖8eの鶏に対する感染性と病原性
鶏および鶏肉由来且r血∫J叩8と揖8eは､供試した各血清型28株中4株のみが鶏に対し

て致死毒性を示した｡一方､マウスに対しては供託28株中22株が敦死毒性を示した｡感

染実験において､強毒株(AKO株)を鶏の羽を抜いた羽根部に接種した場合､菌接種後7日

目まですべての個体の諸臓器等から接種菌が回収され､21日目には敗血症死する個体も

観察された｡筋肉内接種の場合､接種菌は菌接種後7日目まで接種部や脾臓､肝臓､腎臓

などの臓器から回収される個休が認められたが､死亡する個体はみられなかった｡経口投

与および皮膚(正常部､創傷部)に塗布の場合､接種菌はほとんどの個体で接種後3日目以

降体内からまったく回収されず､■死亡する個体もみられなかった｡弱毒株では､いずれの

接種経路の場合とも､接種菌は接種後3日目以降体内からまったく回収されず､死亡する

個体もみられなかった｡また､強毒株では経口以外の接種経路では接種菌に対する抗体価

の上昇が観察されたが､弱毒株ではいずれの接種経路の場合とも抗体価の上昇はみられな

かった｡これらのことから､鶏由来且r血∫J叩8亡山βeには鶏に対し病原性を有する菌株が

少数ながらも存在すること､ならびに皮膚の羽根部が且r血∫ノ叩8亡揖8eの鶏への感染経路

として重要な役割を果たす可能性の高いことが示唆された｡しかし､鶏および鶏肉にみら

れる本菌は､ほとんどの株がマウスに対して致死毒性を示したことから､公衆衛生学的観

点から軽視できないと思われる｡

以上のように､本研究は今までほとんど検討されていなかった風γざわeノ0地政属の鶏

における保有状況､鶏肉における汚染状況ならびにそれらの特徴を明らかにするとともに､

分離南棟の鶏およびマウスに対する感染性ならびに病原性を実験的に解明し､本菌の自然

界における生態および公衆衛生学的意義の把握と本菌感染症の予防対策上､極めて貴重な

知見を提供したものと考えられる｡

当審査委員会は､平成10年1月22日､提出論文等について慎重に審議した結果､委

員全員一敦で本論文は岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論文として十分価値あるも

のと認めた｡
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